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環境と資源の関係を再編する建築

公益社団法人 日本建築家協会「JIA環境建築賞」事務局
Email： saa@jia.or.jp ／ TEL：03-3408-7125

これまでJIA環境建築賞では、エネルギー消費の削減や設備技術の高度化、あるいは地域環境への応答といった多様な観点から、環境の時代に
おける建築のあり方が探究されてきました。近年では、建設時のエンボディドカーボンやライフサイクル全体での環境負荷が注目される中で、建築
を単体の性能としてではなく、より広い時間軸と空間的広がりの中で捉える必要性が一層高まっています。
こうした状況のもとで、建築に関わる「環境」と「資源」の関係をどのように捉え直し、再編していくのかが重要な問いとなっています。ここでいう資源
とは、自然素材から人工素材に至るまでの多様な物質にとどまらず、太陽や風といった気候、さらには都市や地域に蓄積されたストックや人の営
みを基盤としながら、それらと多様な主体や生態系との関係をいかに編成するかという視点を含む広い概念です。また環境とは、それらが相互に
関係し合う動的な状態そのものを指しています。
これからの建築には、こうした環境と資源の関係を前提としながら、それらをいかに引き出し、組み替え、新たな価値として提示できるかが求めら
れます。それは必ずしも新しい技術の導入に限られるものではなく、既存の資源の活用や構成の更新、あるいは設計の工夫によって環境との関係
性を再構築することも含まれます。新築であっても、改修であっても、建築がどのような関係の中に位置づけられ、どのような循環や連続性を生み
出しているのかが問われるべきでしょう。
本年度のJIA環境建築賞では、環境と資源の関係を再編することで、建築の新たな可能性を切り拓いている作品を広く求めます。その中でも、社
会や地域に対して強い示唆を与え、今後の環境建築の方向性を示すものを「JIA環境大賞」として顕彰したいと考えています。
審査委員長　川島範久

http://www.jia.or.jp/environment/

登録開始 ： 2026年  7 月   1  日 （水）
提出期日 ： 2026年  8 月 31  日 （月）

相談点のメモ：
①写真をトリミングしています。設計者にて確認をおねがいします。
②前回のポスターには設計者名がありましたが今回の受賞作は登録人数が多いため会社名のみとしています。記載していません。



1.　目的
日本建築家協会（JIA）は、その年度の優秀な環境建築や環境活動を選定
記録し、その活動と業績を広く社会に伝えることにより、地球環境に対
する建築家の視野を広めることを目的として、優れた環境建築やその活
動を選定し、その中からグランプリとして「JIA環境大賞」1作品、「優秀
賞」3作品を選出します。また、JIA環境大賞・優秀賞と優秀環境建築選作
品は、JIA 日本建築大賞、JIA優秀建築賞、JIA新人賞、JIA25年賞のすべて
の受賞作品と共に『JIA建築年鑑』に収録します。

2.　概要
地球温暖化の危機に対して強いメッセージを送る環境建築や環境活動を
広く公募し、日本国内のみならず、世界の建築家ネットワークを通じて
JIAの環境活動を広く公表するとともにARCASIAなどの国際会議での発表
の機会を提供します。本年度の審査委員長の趣旨文を参考にして応募く
ださい。

3.　応募作品の対象
2022年4月1日から2025年3月末までに日本国内で竣工し実在する建築作品
（改修を含む）とその活動が対象です。作品の他賞への受賞歴は不問です。
※昨年度より過去の応募作品の再応募も可能となりました。

4.　応募資格および応募の方法
（1）応募者は本会会員または日本の建築士資格を有する、あるいは、海

外の相当する資格を有する設計者で、当該作品の主たる設計者とし
ます。応募作品の数は制限しません。

（2） 審査員が直接関わった作品は応募できません。また、審査委員と関
係の深い方（協同者、または同一組織）の作品については、その審
査員は当該作品の評価・評決・講評・現地審査等に参加しません。

（3） 応募後の設計者、協同者の変更は一切受け付けません。

5.　審査員
川島範久(川島範久建築設計事務所/明治大学准教授)：委員長 
山﨑健太郎(山﨑健太郎デザインワークショップ/工学院大学教授) 
荻原廣高(deXen/神戸芸術工科大学教授)
金野千恵(teco)

6.　応募料
応募作品1作品につき50,000円（応募代表者もしくは協同者の方がJIA正会
員は10,000円※ただし、応募時点で入会が完了していること）
応募諸費用は応募者負担となります。

7.　登録方法と期日
（1） 登録開始：2026年7月1日（水）

設計者を応募代表者とし、登録フォーム（JIAホームページに掲載）
から必要事項を記入してください。

（2） 応募料は銀行振込にて登録時に日本建築家協会本部へお支払いくだ
さい。
振込先口座：みずほ銀行 青山支店 普通１０８４８９８ (ｼｬ ﾆﾎﾝｹﾝﾁｸｶ
ｷﾖｳｶｲ

（3） 登録および提出書類期日：2026 年8 月 31 日（月）18：00

８.　提出書類
（1）応募料の振込証明書類
（2）建築士免許あるいは海外の相当する免許のコピー（JIA正会員は不要）

検査済証のコピー（確認申請不要物件は、不要理由を明記した文章）
（3）下に示す応募図書をA3判（横使い）4枚以内、ひとつのPDFデータ

にまとめ、データサイズは20M以内に収めてください。
・設計図面：配置図・平面図・立面図・断面図・主要矩計図
・写真5枚以上10枚以内
・建物概要：建物用途・階数・建物の高さ・面積表・構造種別など
・2,000字以下の設計要旨（特に「環境と資源の関係を再編する建築」
に対して、どのように考え、それがどのように今後の環境建築の方向
性を示すかを簡潔に記載すること）
・作品の所在地を示す地図

（4）ファイルは次の順番でPDF 化して、ファイル転送サービスなどを用
いて事務局までメールでご送付ください。（提出先：saa@jia.or.jp ）

　①応募料の振込証明書類 ②免許コピー・検査済証コピー ③A3応募図書

9.　選考の方法
（1） 応募作品の中から、審査委員会において「JIA 環境大賞」候補作品として

10 作品以内を選定します。
（2）選定された作品は、「JIA 環境大賞」の候補作品として現地視察を行いま

す。その結果をもとに公開審査を行い、「JIA 環境大賞 1 点」、「優秀賞 3
点」を決定します。（現地審査：10～12月頃予定）

（3）応募にあたり、以下の要件に合わないもの、また応募要件について虚
偽の記載があった場合は応募資格を喪失します。 また、受賞後に要
件に合わない事が明らかになった場合、または虚偽の記載が明らか
になった場合は賞を取り消す事があります。
 ・検査済証を取得していること
 ・構造の安全性を満たしていること
 ・地域環境・近隣環境と良好な関係を保っていること
 ・既に公表されている建築と同一または類似のものでないこと
 ・第三者の著作権の権利を侵害するおそれの無いこと
 ・訴訟、トラブルなどの対象となっていないこと
 ・その他、本募集要項の条件に違反していないこと

10.　選考結果の発表および表彰
（1）公開審査当日に、選考結果が発表されます。
（2）表彰式は 2 0 2 7 年 6 月頃に予定しています。

11.　提出資料送付・問い合わせ
公益社団法人 日本建築家協会 　「JIA 環境建築賞」事務局
Email：saa@jia.or.jp 　　TEL：03-3408-7125

第27 回  JIA  環境建築賞［ 募集要項 ］


